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研究成果の概要（和文）：学校支援コーディネート活動やシニアのボランティア活動の課題解決を目的とし、シニアボ
ランティアを活かすコーディネートに関する研修プログラムを開発した。プログラムは、コーディネーターの現状と課
題、高齢者の理解（身体的特徴、認知的特徴）、シニアボランティアを活かした具体的な方法から構成し、3自治体に
て研修を実施した。研修後、小学校の図工の授業を、地域のシニアボランティアが支援するプログラムを実施した。児
童の高齢者に対する意識のクイズでは合計スコアが下がったことが、高齢者をより肯定的に見るようになった傾向が見
られた。学校支援コーディネーターとシニアボランティアのためのマニュアルを制作した。

研究成果の概要（英文）：This study focused on developing a training program for school support 
coordinators to utilize senior volunteers for better school support. The program was developed to learn 
the issues of school support coordinators, understand the physical and cognitive traits of elderly 
volunteers, and explore how to utilize senior volunteers in school settings, and was implemented in three 
municipalities. After the training program, a school support activity was introduced in an elementary 
school with senior volunteers involved. The total score of attitude toward elderly by the students 
declined after the intervention but positive score was improved. Based on this study, a manual for school 
support coordinators and senior volunteers was developed.
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１．研究開始当初の背景 
 
(1)社会的背景 

2050年には 40％の人口が、65歳以上にな
ることが推計されている中、高齢者の社会活
動への関わりは、生涯学習という点だけでは
なく、いかにして高齢者が社会へ継続的な関
わりを持ち、元気に生きていくかということ
に直結する。我が国の高齢者に係る支出増加
に対し、保険料負担やさらなる年金支給年齢
の引き上げなど避けられない状況にある中、
地域の高齢者の能力をいかし、健康維持につ
ながるような地域活動への関わりは、社会給
付の抑制にもつながると考えられる。 

 
(2)世代間の視点 
「世代間格差」と言われる問題にもあるよ
うに、高齢者施策を支えるための若年層の負
担が問題視されている。核家族化，プライバ
シー保護・匿名化のもとコミュニティの崩壊
が進むわが国においては、一度疎遠となった
世代と世代をつなぐには、イベント型世代間
交流ではなく、交流の効果を持続させる仕組
みと仕掛けが一体となる必要がある  (倉
岡,2015)。 
 
(3)教育現場における学校と地域の連携 
学校現場では、2004 年には学校運営協議
会制度が導入され、また学校支援地域本部事
業が 2008 年よりスタートしたことにより、
地域コーディネーターを中心にした、学校支
援活動が全国的に活発になっている。一方、
こうした取り組みは地域や学校により格差
があり、学校のニーズとボランティアのミス
マッチや、コーディネーターと学校の連携が
不十分であったり、研修の不足などの実態が
報告されている(文部科学省,2011)。 
また、読み聞かせを実践しているシニアボ
ランティア、受け入れ施設職員のインタビュ
ー調査からも、高齢者ボランティアの活用に
ついて様々な課題(特に受け入れ施設の高齢
者に関する知識不足やボランティアとの間
のコミュニケーション不足に起因する課題)
などが認められる（倉岡・鈴木、2012）。 
学校と地域の連携に対する学校職員と地
域住民の理解や協力は、学校と地域による格
差が大きく、地域コーディネーターが学校と
地域の連携の中心的役割として活動するに
は、継続的な研修や、学校が導入しやすいプ
ログラムの開発や、ボランティア供給のシス
テムづくりなどが重要な課題となっている。 

 
２．研究の目的 
近年、学校と地域の連携に関する施策が進
む中、学校現場で活躍するシニアボランティ
アが増加している。しかし、高齢者の身体
的・精神的特性などは教育現場においてはこ
れまで十分に理解されていない。本研究は、
こうした学校現場でのシニアボランティア
の実態を調査し、地域コーディネーターやシ

ニア（概ね 60 歳以上のボランティア）が抱
える課題を検証する。さらに、実態調査をも
とに開発するプログラムをとおして、学校支
援のコーディネート活動やボランティア活
動の課題解決につながったか、またその後の
活動や児童に与える効果を評価することに
より、学校を中心にしたシニアの社会参加の
機会の創出と、地域福祉的意義を持った学校
と地域の連携の仕組みづくりを目的とする。 

 
３．研究の方法 
(1)コーディネーターの課題調査 
東京都内、千葉県、横浜市にて活動する学
校・地域コーディネーターを対象（22 人）に、
シニアボランティアを活かしたコーディネ
ート活動の課題について聞き取り調査を実
施した。 
 
(2)シニアボランティアを活かすコーディネ
ター研修の開発 
前述の調査及び専門家を交えて検討し開
発したシニアボランティアを活かすコーデ
ィネーター研修の試行版を、横浜市にて実施
した。その結果、一部修正した研修を完成版
として開発した。 
 
(3)シニアボランティアによる支援プログラ
ム 
横浜市の小学校にて、シニアボランティア
を活かしたプログラム（図工の授業支援）を
導入した。事前にプログラムに関わるシニア
ボランティアに対し、(1)の研修内容をふま
えたコーディネーターによるオリエンテー
ションを実施し、シニアボランティアが授業
支援を行うために必要な理解を促した。 
 
(4)高齢者に対する意識 
2014 年度、横浜市立 A小学校の 6年生の全
学級(n=103)の図工の授業に地域のシニアボ
ランティアが支援を週に 1回 2か月間行った。
授業開始前と授業終了直後に高齢者に対す
る意識のクイズである Child-Adolecent 
Facts on Aging Quiz(CAFAQ)(Haught 
et.al,1999)を実施した。CAFAQ は、子どもと
青少年の高齢者に対する意識について 16 の
質問から構成されており、全体の正答数及び、
質問によって不正解の場合には、ポジティブ
バイアス（過剰に高齢者を肯定的にとらえて
いる）か、ネガティブバイアス（過剰に高齢
者を否定的にとらえている）に判別され、合
計正答数と同様にそれぞれスコア化される。 
 
４．研究成果 
(1)コーディネーターの課題 
コーディネーターの聞き取り調査から、肯
定的な点として、①コーディネーターが高齢
者と若いボランティアを特に区別していな
いこと、②高齢者のコミュニケーションスキ
ルの高さ、ネットワークを通した情報伝達の
速さ、厳格さを評価している。③高齢者が必



要とする条件などを満たすような配慮をし
ていないこと、④また高齢者に対する理解や
工夫を学ぶ研修も実施されていないことが
示された。 
 
(2)研修プログラムの開発 
シニアボランティアを活かすコーディネ
ーター研修の試行版を横浜市青葉区にて実
施した（講義 1 から３）。内容を検証し、身
体機能に関する知識と理解については、実際
の活動に参加するシニアボランティアから
イメージが難しいという意見から、完成版
(表 1)ではプログラムから除外した。東京都
町田市及び福島県相馬市にて実施した。 
 
表１ シニアボランティアを活かすコーデ
ィネーター研修 
講義１ 
 

地域とともにある学校づくり～コ
ーディネーターの重要性 

講義 2 記憶とコミュニケーション、認知
機能の理解 

講義 3 シニアボランティアの力を活かす
ために 

 
(3)児童の変化 
CAFAQ の合計スコアの平均値は、事前の合
計スコアの平均値は 9.42（SD=2.089）、事後
では、9.01（SD=2.427）であり、合計スコア
は、介入後に有意に低下した(p<0.05)。ポジ
ティブバイアススコアについても、有意な差
がみられた(p<0.001)が、介入後にスコアは
上昇した。ネガティブバイアススコアについ
ては有意差は認められなかった。 
 研究の結果から、シニアボランティアが支
援する世代間交流を取り入れた授業におい
ては、介入後の高齢者に対する CAFAQ の合計
スコアが下がったことから、世代間交流が必
ずしも正しい認識につながらなかったこと
が示唆された。ただし、ポジティブスコアが
有意に上がったことから、高齢者をより肯定
的に見るようになった傾向が見られた。 
 
(4)考察 
シニアボランティアは毎年増加している
が、学校支援のコーディネーターを対象にし
た様々な自治体の研修において、シニアの視
点に立った研修内容は依然として少ない。コ
ーディネーターを対象にしたインタビュー
から、コーディネーターは PTA 活動に関わっ
ていた経験を持つ者が多く、その場合、地域
のシニアボランティアを発掘するよりは、保
護者や元保護者をボランティアして学校支
援に活用していることが伺えた。こうした現
状の中、限られた研修時間にシニアボランテ
ィアを活かす視点をどう組み込むのかが課
題である。 
シニアボランティアが関わることによる
効果は、児童の高齢者に対する意識という面
では本研究ではあまり効果が見られなかっ

た。具体的な支援の担い手が求められる活動
の場合、シニアボランティアの関わりは、授
業の内容によっては教員の負担軽減になっ
たり、指導が円滑に進むことが示唆された。
シニアボランティアの関わりの効果は、教育
的な側面について、学級運営等も含めた多角
的な効果の検証が必要であると考えられる。 
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